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【１．組織の概要 】

□取組の対象組織・活動
1、組織の概要

（１）名称及び代表者

・株式会社竹内農場

・代表取締役　竹内一之

（２）所在地

・本社 香川県丸亀市綾歌町栗熊東1739番地

・倉庫 香川県丸亀市綾歌町栗熊東1740番地

・牛舎 香川県丸亀市綾歌町栗熊東1909-1番地

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

・環境管理責任者 竹内一之

・連絡担当者 竹内一之

・TEL 0877－86－2591

（４）事業内容

・農畜産物の生産販売業、人材育成サービス

（５）事業の規模

・売上高(出来高) 89百万円／2021年度

・生産量 キャベツ1000ｔ、肉牛　40頭

・従業員 9人

・延べ面積 事務所　30㎡、倉庫1000㎡、牛舎1000㎡

（６）事業年度

・８月～７月

○認証・登録の対象範囲

登録事業所

株式会社竹内農場　　本社、倉庫、牛舎

事業内容

・農畜産物の生産販売業、人材育成サービス

取組期間

・2021年8月～2022年7月

関連事業所

なし
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基本理念

行動指針

⑤たい肥、緑肥などの有機物の活用により、化学肥料の削減に努めます。

２．環境関連法規・条例・規則を遵守することを遵守します。

　　環境経営方針は、全ての従業員に周知し、継続的改善に取り組みます。

制定日： 2019年8月1日

　　　　代表取締役 竹内　一之

③豊かな森づくりのための植林活動に取り組みます。

④化学物質使用量の適正管理を行います。

株式会社竹内農場

2、環 境　経　営 方 針

  私たちは「天地自然に感謝し、農業の力で物心共に豊かな未来を創ります」
の経営理念の基、事業を営んでおります。あたりまえにある自然を貴重で限り
ある資源と捉え、感謝し向き合うことで、わたしたち自身、子どもたち、地
域、そして農業の未来が明るく豊かな物であるよう、本業である農業を通じ
て、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組
みます。

１．具体的に次の項目に取り組みます。

①ガソリン、軽油の削減に取り組みます。

②廃棄物の削減とリサイクルの強化に取り組みます。
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【3、環境経営目標】

○中・長期目的・目標

単位 基準年（2020年） 2021年 2022年 2023年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 40,405 40,001 39,601 39,205

・電気使用量削減 kWh 13,828 13,690 13,553 13,417

・ガソリン使用量削減 L 6,054 5,993 5,934 5,874

・軽油使用量削減 L 6,864 6,795 6,727 6,660

廃棄物排出量削減 kg 408 404 400 396

水使用量削減 m3 567 561 556 550

農業における環境保全 *2 ㎏ 36,760 36,392 36,028 35,668

■目標設定：3年間で基準年値に対して3％の削減を目指す

＊1．電力のＣＯ2 発生量については、

     環境省公表四国電力2017年実績調整後排出係数0.535（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊2．農業における環境保全として有機物の活用により、化学肥料の削減に取り組む。

■・PRTR法に該当する薬剤（化学物質）として除草剤が該当するため、適正管理を行う。

○今年度は、2021年度に取組む。

目的
目　　　標
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【環境経営計画】

4、具体的な取組み計画

・取組期間　2021年　8月　～　2022年7月

具体的実施項目

①LEDの推進

②緑のカーテンの栽培

③電気の消し忘れをなくす

①Weｂ会議システムの活用

②エコドライブの励行

③タイヤ空気圧の点検

④車両に無駄なものを載せない

①コピーの裏面利用

②ゴミの分別の徹底

①分別の徹底

②フレコンバックの活用によるビニール削減

①井戸水の活用

②ストップノズルの装着

①有機物（牛糞堆肥）の活用

②有機物（緑肥）の活用

③鶏糞堆肥の活用

①適正な在庫管理

②使用基準の順守徹底

廃棄物排出量削減

水使用量削減

産業廃棄物削減

化学物質の適正管理を行う

二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減

ガソリン・軽油使用量削減

節水

農業における環境保全 化学肥料の削減

一般廃棄物削減
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5、株式会社竹内農場　実施体制図

*事務所

・特定された緊急事態への対応マニュアル確認

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己チェックの実施

・特定された緊急事態への対応マニュアル作成

全従業員

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実地に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

事務担当者

・環境活動の実績集計

・環境管理責任者の補佐

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

総務部

役割・責任・権限

・環境経営レポートの作成

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境管理責任者を任命

・環境経営レポートを確認し、承認

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・環境活動の取り組み結果を代表者に報告

・部門の特定された緊急事態への対応マニュアルの承認

・全従業員に対する教育・訓練の実施

・環境経営目標、環境経営計画書を作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

代表取締役

・環境関連法規等取りまとめ表の承認

代表取締役

環境管理責任者

生産部

環境管理責任者
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【6、環境経営目標実績結果と評価】

○取組期間　2021年　8月　～　2022年7月

目的 単位 基準年（2020年） 目標 実績(対目標削減率％） 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 40,405 40,001
40,057

　基準年比(99.1%）
×

・電気使用量削減 kWh 13,828 13,690
13,466

基準年比(97.3%)
〇

・ガソリン使用量削減 L 6,054 5,993
5,875

　基準年比(97.0%）
〇

・軽油使用量削減 L 6,864 6,795
6,861

基準年比(99.9%)
×

廃棄物排出量削減 kg 408 404
442

基準年比(100.8%)
×

水使用量削減 m3 567 561
574

基準年比(101.2%)
×

農業における環境保全＊2 ㎏ 36,760 36,392
36,320

基準年比(98.8%)
〇

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

環境省公表四国電力2017年実績調整後排出係数0.535（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊2．農業における環境保全として有機物の活用により、化学肥料の削減に取り組む。 ○：達成

・PRTR法に該当する薬剤（化学物質）として除草剤が該当するため、適正管理を行う。 ×：未達

○コメント

・電気使用は冷蔵庫の使用温度を変更したり、人感センサー照明などにより削減できた

・会議等にオンラインで参加することで、ガソリン使用量の削減を継続できている

・軽油に関しては基準年よりは削減できたが、耕作面積拡大に伴い目標値の達成には

　至らなかった。

・購入段ボールの輸送時に使われる包装用のビニール等については納品時に引取って頂いた。

　一般廃棄物は小学校の資源回収で回収して頂いた

・種蒔き用のプラスチックトレイは洗浄、消毒することで、5回以上再利用し廃棄量を減らせている

・一部肥料をフレコンで納入して、ビニール類の廃棄物を減らせている

・新規ハウス施設の建設に伴いハウス内での水道利用が増えてしまったが、井戸水の優先利用は

行えている。

・井戸水についてもストップノズルを着用し節水意識を持って活用している。

・ハウスで遮熱塗料を使用することで井戸水の潅水頻度を半分に減らせた

・緑肥作物や自社堆肥を活用して化学肥料の削減を実現した

・化学肥料削減のため、新たに鶏糞の併用を始めた。来年は10％以上の削減を目指す

・緑肥作物を栽培することによリ二酸化炭素の吸収を行うと共に、雑草抑制に
農業における環境保全

二酸化炭素の削減

水使用量の削減

なりトラクターの使用回数を減らすことにもつなげられた

廃棄物排出量の削減
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【7.環境経営計画の取組結果とその評価】

・取組期間　2021年　8月　～　2022年7月
8‐11月 12‐3月 4‐7月 評価

①LEDの推進 〇 － － ○

②緑のカーテンの栽培 × － － ×

③電気の消し忘れをなくす △ 〇 △ △

①Weｂ会議システムの活用 〇 〇 〇 〇

②エコドライブの励行 〇 〇 △ △

③タイヤ空気圧の点検 〇 × × △

④車両に無駄なものを載せない 〇 〇 △ 〇

①コピーの裏面利用 〇 〇 ○ ○

②ゴミの分別の徹底 △ ○ ○ ○

①分別の徹底 〇 〇 ○ ○

- - 〇 〇

〇 〇 ○ ○

〇 － － ○

〇 〇 〇 ○

②有機物（緑肥）の活用 〇 － 〇 ○

- - 〇 ○

〇 〇 ○ ○

〇 〇 〇 ○

○評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的 評価に対するコメント

化学物質の
適正管理

②使用基準の順守徹底

水使用量

①適正な在庫管理

次年度の取組内容

・さらなるLED照明への切り替え
・タイヤ空気圧の点検の徹底
・ガソリン、軽油の使用量削減は
　習慣化するまで継続する。
・web会議システムの活用
・緑のカーテン栽培

・継続して行う

・継続して行う

新たにストップノズルを設置した箇所が増えた。
水道と井戸が併設されている場所では井戸水を優先活用でき
ていた。ハウスに遮光塗料を使うことで井戸水の使用回数を
減らせた。

〇：計画通りできた △：一部出来なかった ×：出来なかった

化学物質の適正管理

廃棄物
排出量削減

産業廃棄物削減
②フレコンバックの活用によるビニール削減

一般廃棄物削減

①井戸水の活用

②ストップノズルの装着

農業におけ
る環境保全

・使用基準の尊守徹底をおこなえた
・適正な在庫管理を行えた

・継続して行う

緑肥作物や堆肥に関しては実施ができ、土づくりの成果が出
てきているため、化学肥料の使用量は減ってきている。ま
た、緑肥作物の栽培によリ二酸化炭素の吸収にも寄与でき
た。試作で活用した有機肥料（鶏糞）使用も来季から本格的
に使用始める目途が立った。

二酸化炭素

廃棄物

・緑肥の面積をさらに拡大する
・BT資材の活用
・有機肥料（鶏糞）の使用拡大

・駐車スペースの照明を人感センサー付きLEDに変更した。
・電気の消し忘れは人感センサーの設置により箇所が減った
が、トイレ等で消し忘れることが散見されている。
・アイドリングストップは意識して行ったが、エコドライ
ブ・タイヤの空気圧点検は一部、従来の慣習が改善出来てい
ない。会議については極力Webにて参加し、車両の利用機会を
減らすことがガソリン量の削減につながった。
・緑のカーテンは葡萄棚を作り定植したが、成長に2年かかる
ため削減には寄与しなかった。

・コピーの裏面利用についてはメモ等に活用した。両面印刷
済みの用紙もアスパラガスの生産資材として活用した。
・一般廃棄物については確実に分別することができていた。
・小売店で廃棄される段ボールを譲り受け再利用し、他社の
廃棄物削減に繋げられた
・一部肥料のをフレコンバックに変えることができた。

③鶏糞堆肥の活用

農業におけ
る環境保全

化学肥料の削減

節水

目標

二酸化炭素

水使用量

電気使用量削減

ガソリン・軽油
使用量削減

①有機物（堆肥）の活用
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【8.次年度の環境経営目標及び環境経営計画】

〇環境経営目標は、中・長期目的・目標の2022年度目標に取り組む

〇環境経営計画

・取組期間　2022年　8月　～　2023年7月

具体的実施項目

①LEDの推進

②緑のカーテンの栽培

③電気の消し忘れをなくす

①Weｂ会議システムの活用

②エコドライブの励行

③タイヤ空気圧の点検

④車両に無駄なものを載せない

廃棄物排出量削減 ①コピーの裏面利用

②ゴミの分別の徹底

③段ボールの再利用

①分別の徹底

②フレコンバックの活用によるビニール削減

①井戸水の活用

②ストップノズルの装着

③ハウスでの遮光塗料使用

①有機物（堆肥）の活用

②有機物（緑肥）の活用

③有機肥料（鶏糞）の更なる利用拡大

①適正な在庫管理

②使用基準の順守徹底

二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減

ガソリン・軽油使用量
削減

一般廃棄物削減

産業廃棄物削減

化学物質の適正管理を行う

水使用量削減 節水

農業における環境保全 化学肥料の削減
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【9、環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果】

N0 法令名 チェック項目 条文No 条文タイトル

1 香川県環境基本条例

事業活動を行うに当たっては、公害の防止そのほ
かの環境への負荷の低減または自然環境の適切
な保全のために必要雄な措置を講じなければな
らない。また、県が実施する環境の保全に関する
施策に協力する責任を有する

第5条 事業者の責務

2
香川県生活環境の保全
に関する条例

地球温暖化防止の理解を深め、自動車による
CO2の排出を抑制するためのエコ運転を励行す
る。

第90条
事業者における
温室効果ガスの排出
抑制等

3 同上
事業所にて発生する廃棄物の減少に努め資源の
有効活用を図るとともに、電気使用量を削減し省
エネルギー活動を推進する

第92条
省資源および
省エネルギーのため
の行動

4 同上
エネルギーの消費量の少ない電気機器等の使用
及び電気機器等の効率的な使用に努める。

第93条
エネルギー消費量が
少ない電機機器等の
使用等

5 同上
環境マネジメントプログラム展開体制の組織が設
置する。

第96条
普及啓発のための組
織

6 同上 アイドリングストップの励行 第99条
自動車等の駐停車時
の原動機の停止

7 丸亀市環境基本条例

事業者は、基本理念にのっとり、その事業活動を
行うに当たっては、これに伴って生ずるばい煙、汚
水、廃棄物の処理その他の公害を防止し、または
自然環境を適正に保全するために必要な措置を
講じなければならない。
２　前項に定めるもののほか、事業者は基本理念
にのっとり、その事業活動に関し、これに伴う環境
への負荷の低減その他の快適な環境の保全及び
創造に自ら積極的に努めるとともに、市が実施す
る快適な環境の保全及び創造に関する施策に協
力しなければならない

第5条 事業者の責務

産業廃棄物の委託処理(委託先の許可確
認)

運搬・処分業者との委託契約(委託契約の締結・
5年間保存)

マニフェストの交付と期間内処理の確認(マニフェ
スト管理・5年間保存)

9
フロン類の使用の合理化
及び管理の適正化に関
する法律

業務用エアコンの適正管理（簡易点検）を行う 事業者の責任

10 浄化槽法
浄化槽設置の届け出を行い、保守点検及び清掃
の実施、並びに指定検査機関における水質に関
する検査を実施する。

事業者の責務

11 グリーン購入法 出来る限り環境物品等を選択する 第5条 事業者の責任

12 土壌汚染防止法

（農用地の土壌汚染防止等に関する堀津）
農用地の土壌の特定有害物質による汚染及び除
去並びにその汚染にかかわる農用地の利用の合
理化を図るため必要な祖措置を講ずる

事業者の責任

13 PRTR法 特定化学物質の適正管理 事業者の責任

該当している法律は遵守しております。関係当局からの違反等の指摘も過去3年間ありません

廃棄物処理法8 事業者の責任
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【10、代表者による全体の取組状況の評価と見直し・指示】

○全体の取組状況の評価

○次年度の取り組み

2022年12月25日

代表取締役　　竹内一之

　環境経営目標として二酸化炭素削減、ガソリン、軽油、廃棄物量の削減、そして、農業に
おける環境保全として化学肥料の使用量の削減について目標を掲げました。
　二酸化炭素については駐車場に人感センサーの設置、電気の消し忘れをなくす取組みに
より削減することが出来ました。
　ガソリンの使用に関しても習慣化するまでには至りませんでしたが、アイドリングストップ、エコ
ドライブの励行、タイヤ空気圧の点検を実施した。特に空気圧の点検に関しては出来ていな
い車両が目立った。しかし、会議のリモート化による車両使用機会を減らしたこと、一部車両
で燃費効率がよい車両に入れ替えたことでガソリン使用量の削減を達成しました。
　軽油の使用量に関してはトラクターのオイル交換やエレメント交換、空気圧のチェック、エア
クリーナーの清掃などを定期的に行い、燃費の向上を図りました。しかし、耕作面積拡大に伴
い、基準年比よりは削減できたものの、目標達成には至りませんでした。
　廃棄物削減に関してはコピー用紙の裏面利用等、資源ゴミの分別を徹底することは出来ま
した。一部肥料を20キロのビニール個包装から400キロのフレコンバックに変更したことで産
業廃棄物を減らせることができました。また、小売店で出る廃棄段ボールを譲り受け、業務加
工契約先の出荷用として利用することで、他社の廃棄物削減も引き続き継続できました。
　組織本来の取組みにおいても自社堆肥の活用や緑肥の活用面積を拡大して取り組めみま
した。循環的な土壌作りを行うことが出来たことにより、継続して化学肥料の削減が可能と
なっています。
また、試験的に鶏糞の利用を行いました。

 環境経営方針と実施体制は継続する。環境経営目標は2021年を基準年として2022年度
に取り組むが、次の中長期目標では2021年度、2022年度の実績を基に新たな中長期目
標を設定する。環境経営計画はガソリン・軽油使用量の削減、産業廃棄物の削減、化学肥
料の軽減については取り組み内容を一部修正するが、他項目は継続して取り組みます。
 上記環境経営目標並びに活動計画の継続を行うと共に、月ごとのミーティングにおいて反
省を行います。『小さな改善提案50プロジェクト2022』を行い、業務効率向上と環境経営目
標の達成を目指します。
また、農業における環境保全においても堆肥、緑肥に加え、実証を行った鶏糞を通期で活
用し、健康な土づくりによる化学肥料の削減、農薬の削減に取り組みます。
また、環境教育の一環としてSDGｓの勉強を継続し、先進的な企業の見学も行います。
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